



































































































 8.00~ 8.４5am 打坐




 1.４5~ 2.30pm 打坐
 2.４5~ 3.30pm 打坐
 3.４5~ ４.30pm 打坐
 ４.30~ 5.00pm 休息














































































































４ ．今まで（2018年 ６ 月以前）、何回「只管打坐」（禅修）活動に参加しま
したか（丸で囲んでください）
　　 1 回　　 2 回　　 3 回　　 ４ 回　　 ４ 回以上
5 ．あなたの心の中で、道元禅師はどのような人物ですか。
６ ．あなたから見て、道元禅師の魅力は具体的にどこにありますか。

















































1 性別 ・男性 1 1４ 12 10 1 38




・販売係 1 1 1 3
・定年退職者 5 3 1 9
・フィットネス 1 1
・会社幹部 1 1 2
・フリー 1 1 1 3
・雑誌編集 1 1 2
・医者 1 1 2
・商社 1 1
・大学教員 1 1
・会社員 1 ４ 1 ６
・自営業 2 2 1 5
・エンジニア 3 1 ４
・サービス業 1 2 3
・僧侶 2 2
・製造業 1 1
・公務員 1 1 1 3




・経理（財務） 1 1 2
1 勤 め 先
（居住地）
・中国国内 2 18 12 1６ ４ 52
・台湾 1 2 1 ４










・2008年 1 1 2
・2009年 1 1
・2010年 3 1 ４
・2011年 1 1 1 3
・2012年 3 3 ６
・2013年 ６ ６
・201４年 3 1 5 1 10
・2015年 1 1 3 ６ 1 12





・ネット 1 12 7 5 1 2６
・友達 1 9 ６ 10 1 27
・家族 1 1 2
・その他 2 3 1 1 7
４ 合計参加
の回数
・ 1 回 1 1 ４ ６
・ 2 回 1 1
・ 3 回 1 1 1
・ ４ 回







11 5 12 1 1 30
・帰依者 9 5 1４ 1 29










・100名 2 1 3 1 7
・120名 1 ６ 1 8
・120名以上 1 10 12 12 2 37
15 活動の場
所
・寺院 2 20 1４ 1４ 2 1 53





















































































































辦道話 1 ４ ６ 3 1 15
現成公案 1 ６ ６ ６ 19
古仏心 1 2 5 3 11
坐禅儀 1 3 2 2 8
八大人覚 1 3 ４ 2 1 11
行持 1 5 2 1 1 10
見仏 1 1 2
有時 1 1 3 1 ６
仏道 1 1 2
諸悪莫作 1 1 2
虚空 1 2 3
梅花 2 1 3
一顆明珠 2 7 3 1 13
渓声山色 3 3 1 1 8
即心是仏 2 ４ 3 9
坐禅箴 ６ ６ 5 17
礼拝得髄 2 2 ４
空華 2 3 2 7
三昧王三昧 ４ 5 9
三時業 2 ４ 1 7
家常 2 1 3
行仏威儀 2 3 3 8
仏向上事 2 2 2 ６
発菩提心 ４ 2 ６
深信因果 3 2 5
四禅比丘 3 3 1 7
神通 2 2 1 5
眼睛 2 2 ４
密語 1 1 2
身心学道 1 3 2 ６
摩訶般若波羅蜜 1 1 2
‒ 174 ‒
大悟 1 1 2 ４
観音 1 1
仏性 2 2 1 5
遍参 1 2 3
『正法眼蔵随聞記』 1 1 2
海印三昧 ４ 2 ６



























現成公案 1 2 2 1 ６
行持 1 ４ 1 ６
辦道話 3 3 1 7
家常 1 1





坐禅箴 1 3 ４
眼睛 1 1
渓声山色 1 1
仏向上事 ４ 1 5
三時業 1 1
















































































を 纏 め た 論 文 集Pruning the Bodhi Tree:　The Storm Over Critical 
Buddhism（byJamieHubdardandPaulSwanson,1997Universityof
HawaiiPress）が中国語に翻訳され、中国の学界に紹介されたのは、傅氏
の『道元』に負うところが大きいといえる。本書は正面から道元を扱った
ものではないが、道元との関係が深く、また、本書には道元の『正法眼蔵』
からの引用も特に多い。訳者が翻訳にあたり、『正法眼蔵』の引用部分を
私の『正法眼蔵』中国語訳から採用していることも知られるのである。
　中国大陸における道元研究の本格的な成果は、現在のところ、私が企画
した『中国禅学』第四巻の特集号「道元と中国禅」（北京・中華書局、
200４年）という程度のもののようである。今後の見通しについて言えば、
思想レベルから道元に関心を持つことが少しずつ増えてくるであろう。し
かも、その際、もっとも関心が寄せられるのは、おそらく中国の禅との関
係および比較であろう。しかし、全体的に言えば、実践レベルでの関心が
主流になっていくと思われる。
　ともあれ、傅氏の『道元』が刊行されてから、学問的な問題関心からの
道元の発見が中国大陸ではまだ端緒についたばかりではあるが、日本をは
じめとする学術との交流が盛んに進められている中、道元への発見が益々
深まっていくものであろうと考える。
